
2019年度小・中・特別支援学校におけ

る「学校教育の重点」を作成しました

県教育委員会義務教育課では、今年度も各

学校で重点的に取り組んでほしいポイントを

まとめた「学校教育の重点」を作成しました。

教職員一人一人がいつでも活用できるよう、

市町村教育委員会をとおして教職員に配付し

ています。各学校では、職員研修等を利用し

て、共通理解を進め、教育活動の充実を図る

ようお願いします。

～「学校教育の重点」内容～

学校教育の基盤は「地域の特色を生かし、

地域とともに歩む学校づくり」です。

学習指導においては、次期学習指導要領（小

学校2020年度、中学校2021年度から全面実施）

を踏まえ、「主体的・対話的で深い学び」の実

現に向けた授業改善を重視しています。 その

際、「一人一人の教育的ニーズに応じた指導・

支援」が要となります。

生徒指導に関する重点は、「いじめをしない、

許さない、命を大切にする意識の醸成」です。

「道徳教育」、「特別活動」、「人権教育、同和

教育」を３つの柱として重点の達成に向けて

取組を進めていきます。

第831号 平成31年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (1)

第831号
平成31年４月１日発行

編集人、発行人
新潟県教育委員会４月号

教 育ニュースライン 県教育に関する最新ニュースをお知らせします。

＜今月号の記事＞ 対象校種
１：教育ニュースライン Ｐ１ 全種
２：平成31年度教員研修の見直しについて Ｐ２～４全種
３：23年目を迎える「はつらつ体験塾」で豊かな体験を！ Ｐ５ 小中
４：埋蔵文化財センターでの校外学習・キャリア教育について Ｐ６～７小中
５：佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて Ｐ８ 全種
６：県社会教育施設、文化施設による学習支援について Ｐ９～13全種
７：インフォメーション Ｐ14～15全種

【平成31年度学校教育の重点(小・中・特別支援学校)】



県教育委員会では、教員の資質・能力の向

上を図り、本県の教育課題等に対応するため、

教職経験に応じた基本研修や、より実践的な

指導力の向上を図る課題別研修を実施してい

ます。

平成31年度教員研修計画では、学校を取り

巻く課題への対応や教員等育成指標（平成29

年12月策定）を踏まえ、研修内容の見直しを

行いました。

本号で、見直しを行った平成31年度の研修

についてポイントを紹介します。

専門研修を下記のとおり新設、拡充しまし

た（拡充の場合、昨年度との変更点に下線）。

※文中の㉚は平成30年度の内容を示す。

１ 新学習指導要領への対応、教科指導力の

向上

平成32年度以降の新学習指導要領の全面実

施に対応した外国語等の指導力を高める研修

や、教科指導の地域のリーダーとなる教員を

育成する研修を新設、拡充しました。

【新】教科指導力向上講座〔教科指導力の

向上（小学校外国語・道徳含む）〕

〔対象〕小・中・特

（教職経験４・５年次に希望制）

〔人数〕72人 〔日数〕４日間（午後半日）

〔教科〕国・算（数）・理・社・外・道

（各教科、小中とも６人ずつ）

→若手教員の教科指導力と授業力の力量形成

を図る目的で新設しました。学習指導要領

の趣旨を踏まえ、ねらいに迫る授業づくり

に取り組みます。

【拡】教科リーダー育成講座〔教科指導力

の向上（小学校外国語・道徳含む）〕

〔対象〕小・中・特

（教職経験７年次以降希望制）

〔人数〕㉚30人→72人

〔日数〕㉚５日間→８日間

※期間は２年間（２年目は各教育事務所の

指導で授業研修を実施

〔教科〕国・算（数）・理・社・外・道

（各教科、小中とも㉚３人→６人ずつ）

→所属する地域での教科指導のリーダーとな

る教員を継続的に育成し、県内に広く配置

するために拡充しました。

※高校対象の「教科リーダー養成講座」は

昨年同様に実施

【拡】英語４技能５領域が育つ深い学び実

現講座〔中・高の英語指導力の向上〕

（旧名称：ＣＡＮ-ＤＯリストを活用した

授業改善講座）

〔対象〕中・高 〔人数〕24人（２地区)

〔日数〕㉚２日間→３日間

→中・高の教員が連携した授業公開、参観、

協議を通じて英語の授業改善に取り組む講

座です。重点２地区において拡充し、継続

して実施します。

２ いじめ問題等への対応

県内でいじめによる重大事案が発生してお

り、教員が「いじめをしない、見逃さない、

許さない」意識を共有し、全校体制による未

然防止の取組や組織的な対応力の向上を図っ

ていくために、下記の研修を新設、拡充しま

した。

【新】いじめ見逃しゼロ・不登校対応研修

〔未然防止の取組、組織的な対応力の向上〕

(2) いじめ見逃しゼロ県民運動 私たちはいじめを見逃しません 第831号 平成31年４月１日

平成31年度教員研修の見直しについて

総務課・義務教育課・高等学校教育課・生徒指導課・教育センター



第831号 平成31年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (3)

〔対象〕小・中・特・中等（前期課程）の

生徒指導担当教員

〔人数〕557人（悉皆）

→「新潟県いじめ等防止のための資料集」を

活用した研修を新設しました。

【新】子どものいのちと心の危機対応力向

上講座〔自殺予防〕

〔対象〕小・中・高・特の養護教諭

〔人数〕126人

※高校86人（指名）、その他40人（希望）

→校内組織の中で自殺予防のキーパーソンと

なることが求められる養護教諭が、自殺の

サインや対応について理解し、組織的な対

応力の向上を図る研修を新設しました。

【新】管理職対象いじめ対策研修会〔組織

的な対応力の向上〕

〔対象〕高・中等の校長、副校長、教頭

〔人数〕86人（割当）

→いじめの認知もれと重大事態発生を抑制す

るために必要な知識や組織的対応力の向上

を図る研修を新設しました。

【新】ＳＮＳを活用した相談に関する研修

会〔生徒指導力、ＳＮＳ等適正利用〕

〔対象〕中・高・中等の教諭、指導主事

〔人数〕300人（割当）

→ＳＮＳにおける相談の状況を理解し、生徒

指導に生かすとともに、子どもを取り巻く

インターネット環境について学ぶ研修を新

設しました。

【拡】情報モラルに係るネットトラブル対

応講座〔情報モラル教育〕

〔対象〕小・中・高・特

〔人数〕㉚25人→40人

※高校31人（割当）、その他９人（希望）

→情報モラル指導の理解を深め、複雑化する

生徒指導上の問題に対応するため拡充しま

した。

３ 学校安全への対応

学校を取り巻く危機が多様化、複雑化して

いく中で、安心安全な学校の実現を図るため、

下記の研修を拡充しました。

【拡】危機管理講座〔学校安全（登下校

含む）、防災教育〕

〔対象〕小・中・高・特の校長、

副校長、教頭（割当）

〔人数〕㉚14人→80人

※高校20人、小・中・特60人

→自校の課題を明確にし、学校安全に係る危

機管理体制や防災教育の充実を図ります。

４ 特別支援教育の充実

特別な支援を必要とする児童生徒の増加や、

平成30年度に高等学校へ通級指導が導入され

たことを受け、下記の研修を拡充しました。

【拡】特別支援教育コーディネーター専門

研修

〔対象〕小・中・高・特（指名）

〔人数〕㉚32人→37人 〔日数〕５日

→特別支援教育について高い専門性を身に付

けた地域のコーディネーターの役割を担う

教員を育成します。今年度、通級指導教室

を担当する教員人数分を拡充しました。

【拡】通級指導担当研修（新任者・経験者）

〔対象〕小・中・高・特

〔人数〕新任者：㉚12人→20人

経験者：㉚30人→35人

→通級指導教室の運営及び通級児の指導につ

いて専門的な資質・能力の向上を図ります。

今年度、通級指導教室を担当する教員人数

分を拡充しました。

５ ミドルリーダーの育成

学校のマネジメント力の強化を図り、将来

ミドルリーダーとしての役割を果たす教員を

育成するため、下記の研修を新設します。
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【新】ミドルリーダー入門講座

〔対象〕小・中・高・特

（教職経験14年次以降）

〔人数〕30人（希望）〔日数〕２日

→学校を組織的に運営するための視点を養う

とともに、実践的指導力の向上を図ります。

【新】養護教諭ミドルリーダー入門講座

〔対象〕小・中・高・特

〔人数〕20人 〔日数〕１日

※小中10人（指名）、小中高特10人（希望）

→学校保健の中核を担うミドルリーダーとし

て、専門的知識と学校全体に働きかける能

力の向上を図ります。

昨年度開設した新潟県教育支援システムに

より、若手教員の授業力向上に向けた支援環

境が整備されるなど、研修環境が充実してき

ていることから、若手教員の多忙化解消を図

る観点で、小・中・特別支援学校教員対象の

下記の研修を廃止することとしました。

・教科指導ステップアップ研修（４年次）

・教科指導ジャンプアップ研修（９年次）

上記研修廃止の代替として、前述の教員の

教科指導力の向上を図る希望制の専門研修で

ある「教科指導力向上講座（教職経験４・５

年次）」を新設、「教科リーダー育成講座（教

職経験７年次以降）」を拡充します。

県立教育センター及び上越・中越・佐渡の

各拠点においてWEB会議システムを活用し、研

修参加者が勤務地近隣の地区会場での研修を

受講できるようにします。

遠隔地から参加する研修者の移動時間の削

減につながることから、自校で勤務する時間

の確保が期待でき、教員の多忙化解消につな

がるものと考えています。

平成31年度は下記７つの研修の一部日程で

WEB会議システムを導入する予定です。

①初任者研修（小・特）

②初任者研修（小・中・特）

③教職６年次研修（小・中・特）

④中堅教諭等資質向上研修（小・中・特）

⑤中堅教諭等資質向上研修（高等学校）

⑥小・中・特別支援学校新任校長、幼稚園

新任園長研修

⑦幼・小・中・特別支援学校新任教頭研修

※導入する研修は今後拡充を進めていく予定

です。

【WEB会議システム導入イメージ】

近年、学習指導要領の改訂や、いじめ問題

への取組、特別な教育的ニーズに応じた支援

の充実など、教員には様々な教育課題への対

応が求められています。

こうした中、教員の多忙化解消も急務となっ

ており、その観点でも研修内容の大きな見直

しを図ったところです。

県教育委員会では、「学び続ける教員」とし

て本県の教員に必要と考えられる資質・能力

を、キャリアステージに応じて明確にした教

員等育成指標を平成29年12月に策定し、当該

指標に基づき、個々の研修内容を組み立てて

います。今後も魅力ある研修の実現に取り組

んでいきますので、是非、積極的に研修を御

活用ください。

県立教育センター
（新潟市西蒲区）

佐渡会場 中越会場 上越会場

研修の様子を
ビデオ撮影し、
研修のライブ
配信を行う

教員は各地区会場設置のスクリーンを
通じてリアルタイムで受講可能

双方向でのコ
ミュニケー
ションが可能

（新潟市西区）
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「はつらつ体験塾」は県少年自然の家で行っ

ている「不登校及び不登校傾向のある小・中

学生のための宿泊型体験活動（キャンプ）」

です。自然体験と共同宿泊体験を通して集団

への適応性を高め、エネルギーを充電し、学

校復帰への足がかりとすることを目的にして

います。平成29年度は参加した子どもの約８

割に学校復帰または現状の改善が見られまし

た。子どもたちはキャンプを通じ様々な経験

を重ねることで自信をもち、新たな一歩を踏

み出すことができるようになっています。

今年で23年目を迎える当事業のこれまでの

歩みとその様子について紹介します。

【表1 平成31年度「はつらつ体験塾」日程】

開始以来、「はつらつ体験塾」の目的を達成

するために、キャンプの回数や日程、開催場

所について、その都度見直してきました。

今年度も、計９回のキャンプを予定してい

ます（表１）。子どもたちの登校や適応指導教

室への通級に配慮し、泊を伴うキャンプは全

て土日と祝日を含む連休に開催しています。

また、昨年度は、家族や適応指導教室単位

でも参加できる「日帰りミニキャンプ」を２

回実施し、気軽に体験できる機会をつくりま

した。保護者や指導員にキャンプの実際の様

子を知っていただく良い機会にもなりました。

このキャンプをきっかけとして、その後のは

つらつ体験塾に参加するようになった子ども

もいます。今年度も２回実施します（表２）。

【表2 平成31年度「日帰りミニキャンプ」日程】

「はつらつ体験塾」では、大切にしている

ことが２点あります。１点目は活動プログラ

ムの構成です。プログラムは「人とのかかわ

り」「自主・自立」「感動、成就感・達成感」

のある三つの活動で構成されています。例を

あげると、「野外炊さんで人とかかわってカレ

ーを作ること」「自分の体調を考えて食事をし

たり就寝したりすること」「自分の力でカヌー

を漕いで進み、戻ってくること」などです。

活動の目標を明確にし、価値ある体験ができ

るようにしています。

【馬との触れ合い体験】 【アウトドアクッキング】

２点目は大学生ボランティアによる支援で

す。大学生ボランティアは子どもの様子に合

わせて、見守り、励まし、助けます。それに

よって子どもは意欲や自信をもつようになり

ます。大学生ボランティアには、毎回キャン

プ前に事前研修会を行い、ボランティアの心

得や役割、参加する子どもについての情報等

を確認し、対応の基本を理解させ、適切に子

どもたちを支援できるようにしています。

今年度も、一人でも多くの不登校および不

登校傾向のある子どもが「はつらつ体験塾」

で豊かな体験を積み、学校復帰へのエネルギー

を高めてほしいと思っています。

23年目を迎える「はつらつ体験塾」で豊かな体験を！

県少年自然の家
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新潟市秋葉区にある県埋蔵文化財センター

では、県内の遺跡発掘調査によって見つかっ

た出土品の整理作業や収蔵管理、出土品の展

示等の普及事業を行っています。センターに

隣接して国史跡古津八幡山遺跡があり、復元

された竪穴住居に入ったり古墳に登ったりす

ることができます。また、新たに国史跡にな

った新津油田金津鉱場跡や、金津層の露頭も

近くにあり、センターの出土品と合わせて見

ることで、本物の歴史学習ができる環境にあ

ります。

さて、当センターでは小・中学生を対象と

した社会科歴史の学習支援や、職場見学によ

るキャリア教育の支援を行っています。

本号では、平成30年度に行った校外学習や

キャリア教育の内容と、その成果について紹

介します。

校外学習は、歴史を学び始めた児童生徒が、

本物の土器や石器を見たり触れたりすること

によって、実際にある歴史を体感しながら学

んでいただくことを目的とします。センター

を丸ごと教材として位置付け、歴史学習や体

験学習、キャリア教育の支援ができるようプ

ログラムを作成しています。また、出前授業

はセンターに来館が難しい学校に対応して、

職員が学校に出向いて歴史解説をするほか、

体験学習も行うことができます。土器や石器

など数多くの本物を持ち込むため、学校にい

ながらセンターの校外学習と同様の学習を体

験いただけます。

歴史学習では、本物の縄文土器・弥生土器・

平安時代の須恵器の破片を手に取って、時代

の変遷とともに土器の作り方や形が変化する

ことを知っていただきます。また、完形の縄

文土器を持って、土器の重さや煮炊きによる

内面のコゲ付きを観察します。さらに、画像

で実際に発掘された縄文時代の村や復元され

た竪穴住居、自分の学校のまわりにある遺跡

を紹介します。多くの児童生徒は身近に遺跡

があることに驚きます。遺跡や遺物をとおし

て歴史と現代生活との結びつきを実感するこ

とができます。

体験学習には、石器の切れ味体験、火起し

体験、勾玉作り体験があります。石器の切れ

味は、黒曜石製の複製石器で新聞紙を切るこ

とで、金属器のない時代に使われた石器の有

効性を知っていただきます。火起こし体験は、

マイギリという道具を使い、板に木の棒を回

転させて火を起こします。最も人気の高い体

験で、火を使う機会が少ない児童が火の大切

さを知る機会となっています。勾玉作りは、

縄文時代から使われた柔らかい滑石を紙やす

りで削って作ります。持ち帰ることができま

すので、自宅

でも古代人の

おしゃれを想

像することが

できます。

【石器の切れ味

体験】

【勾玉作り体験】

埋蔵文化財センターの校外学習・キャリア教育について

新潟県埋蔵文化財センター・文化行政課

【縄文土器を持ってみよう】
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キャリア教育支援のために、職場見学を実

施しています。調査員室や保存処理室などの

バックヤードで土器の復元や実測、木製品の

保存処理など実際の仕事の様子を見学します。

こうしたセンターならではの仕事をとおして

郷土の歴史が明らかになり、県民に伝わる過

程を目の当たりにすることができます。普段

は見ることができない仕事や施設を見学する

ことは、児童生徒にとって大きな刺激になる

と考えています。

＜児童の感想＞

・私が一番心に残ったのは縄文土器を持っ

たことです。縄文時代の人はあんなに重

い土器を使って生活していたのはすごい

と思いました。

・すごくおどろいたことは、修復した土器

の図を描く作業がぼくの家族が作ってい

る金型の図を描く作業にすごく似ていた

ことです。

・火起こし体験で学んだことは「火の大切

さ」です。昔の人も当たり前のように火

を使っていたかと思いますが、こんなに

火を起こすのが大変だとは思っていませ

んでした。

・一番心に残っているのは石器体験です。

金属器がなかった縄文時代では、食品や

生活に必要なものをどのように切ってい

たかが分かりました。

・私は社会の暗記が苦手ですが、埋蔵文化

財センターのおかげで歴史がよりくわし

く分かりました。

・昔のものを未来に残すという皆さんの姿

勢がすばらしいと思いました。特に、土

器の復元や報告書にまとめるのは大事な

事だと分かりました。

小・中学校の校外学習の利用数は、前年度

から大きく増加しました。児童生徒数の合計

も平成29年度2,142人に対し、平成30年度2,75

9人と大幅に増加しました。一方、出前授業は

やや減少しましたが、平成30年度から平日の

みの対応に変更した影響と考えられます。今

後、学校への周知を積極的に行い、利用を促

していきたいと思います。

【表１ 小・中学校の校外学習・出前授業の校内と内訳】

区 分 28年度 29年度 30年度

校外学習 38 33 40

内訳 新潟市 31 新潟市 31 新潟市 35

加茂市１ 燕市１ 燕市１

燕市１ 五泉市１ 五泉市２

五泉市４ 佐渡市１

弥彦村１ 阿賀町１

出前授業 16 12 10

内訳 新潟市９ 新潟市８ 新潟市６

柏崎市１ 燕市１ 長岡市１

燕市１ 阿賀野市１ 加茂市１

五泉市３ 妙高市１ 五泉市１

阿賀野市２ 阿賀野市１

※児童館等を除く。30年度は１月末現在

センターが実施する校外学習・出前授業・

キャリア教育について、ぜひ御要望をお聞か

せいただきますよう、お待ちしております。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-23-1142
TEL 0250-25-3986
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん

【土器の復元作業】
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佐渡金銀山は、金銀を豊富に産出し続けた

我が国を代表する鉱山であり、当時の金銀生

産に関わる伝統的な技術や人々の暮らしを「タ

イムカプセル」のように今に伝える、世界に

誇る我が国の宝です。

県と佐渡市は、この歴史的遺産を人類共通

の財産として守り、次世代へ継承していくた

め、世界文化遺産の登録を目指して取組を進

めています。

平成18年度から世界遺産登録を目指して調

査研究などの取組を開始し、平成22年度には

世界遺産暫定一覧表に記載され、正式な世界

文化遺産候補となりました。

平成27年度から国内推薦候補の選定に挑戦

してきましたが、残念ながら、これまで推薦

は実現できていません。現在、国内外の専門

家や文化庁の指導・助言を受けながら、推薦

書案の修正に取り組んでいます。

今年、新たな取組として、「佐渡金銀山世界

遺産登録推進県民会議」が主体となり、早期

の国内推薦に向けた署名活動を始めました。

インターネットによる署名も可能ですので、

御協力をお願いします。詳しくは、ＨＰ

https://www.sado-goldmine.jp/ を御覧ください。

【鉱山のあゆみを物語る各時代の建物が立ち並

ぶ相川の町並み】

県では、佐渡金銀山の歴史や価値を県内の

小・中学生に伝えるため、出前授業を実施し

ています。平成30年度は県内138校の小・中学

校で実施しました。

４月に市町村教育委員会をとおして、各学

校に案内を配布します。

修学旅行の事前学習としての活用のほか、

通年で実施していますので、社会科の授業や

総合学習などに幅広く御活用ください。

世界遺産登録は、貴重な歴史遺産を未来へ

引き継いでいくことが目的です。将来、遺産

を守り伝えていく役割を担う子どもたちに、

教育活動を通じて佐渡金銀山の価値を伝えて

いけるよう、御協力をよろしくお願いします。

【お問い合わせ】

文化行政課世界遺産登録推進室

TEL 025-280-5726 FAX 025-280-5764

【講師が持参する佐渡小判（複製品）に子どもたち

は目を輝かせ、毎回盛り上がりを見せています】

授業ではこんなことをお話しします。

◇ 世界遺産って何？

◇ 佐渡金銀山は、全部でいくつある？

◇ どうやって金や銀をとっていたの？

◇ 江戸時代だけじゃない？今も残る明治

以降の近代化遺産を知ろう！ など

佐渡金銀山の世界遺産登録に向けて

文化行政課
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県社会教育施設、文化施設等では、学校や

児童生徒に対する様々な学習支援を行ってい

ます。ぜひ御活用ください。

１ リニューアルオープンについて

県少年自然の家が、今までの敷地内に平成

31年４月にリニューアルオープンしました。

新施設は、様々な研修に対応できるよう研

修室を増設したり、屋内でもレクリエーショ

ン活動ができるよう多目的ホールを設置する

など、これまでより充実した施設となってお

ります。

また、旧施設の約1.5倍の約300人が宿泊可

能となり、より多くの皆様から利用いただけ

る施設となっておりますので、ぜひ御利用く

ださい。

【新施設外観イメージ】

２ 小・中学校の活動について

小学校は、５年生を主体とした自然体験教

室が利用の中心です。１泊２日の日程で、野

外炊さんや野外ゲーム、カヌー体験、キャン

プファイアを柱として活動します。中学校は、

年度初めの仲間づくりや学級づくりのために、

１年生の利用が中心です。所員がレクリエー

ションや人間関係づくりの活動を指導するこ

ともできます。

【カヌー体験の様子】

３ 中・高校生等対象の研修について

中学校生徒会のリーダーを対象とした「リー

ダーシップ研修」や世界各国の留学生と中高

生を対象とした「国際交流キャンプ」等、コ

ミュニケーション能力等の向上を図るため、

グループワークを中心とした研修を行います。

また、様々な研修会会場としても御利用く

ださい。

○ 新潟県少年自然の家
〒959-2602 胎内市乙字大日裏
TEL 0254-46-2224
URL http://www.pref.niigata.lg.jp/shizen/

県立図書館では窓口での調査相談・貸出・

複写などのサービス以外にも学校に対する各

種支援や児童・生徒の読書活動推進のための

事業に取り組んでいます。

１ ユースコーナーの設置

進路指導に必要な大学案内、留学、語学に

関する本のほか、読みやすい文学作品もあり、

若い世代を中心に利用されています。ぜひ御

活用ください。

２ グループ学習への支援

閲覧室の中に20人程度まで収容可能な共同

研修室があり、各種の学習活動などに御利用

いただけます。（団体登録制・無料）児童生徒

のグループ学習のほか、教職員の勉強会にも

県社会教育施設、文化施設等による学習支援

新潟県少年自然の家、県立図書館、県立生涯学習推進センター、県立近代美術館・万代島美術館、

新潟県埋蔵文化財センター、県立文書館、新潟県政記念館
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活用いただいています。

３ 団体貸出サービス

４月から団体貸出サービスを開始しました。

活字による読書が困難な児童・生徒向けには、

デイジー図書など音声や映像を含む資料も学

校経由で一括申込みいただけます。また、学

校などで読み聞かせを行う場合には、大型絵

本等の資料や紙芝居舞台などを御用意してお

ります。

４ 施設見学及び職場見学の受入れ

学校の社会科見学等の一環として、児童・

生徒を対象にした見学ツアーを行っています。

見学では閲覧室などで図書館の機能について

説明するほか、司書の仕事についての質問も

お受けします。

５ 調べ学習への対応

学習の目的、テーマなどに合わせ、調べ学

習のお手伝いをします。また、図書館の利用

ガイダンスや資料の探し方の説明も行います。

【県立図書館内閲覧室】

県立図書館

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

TEL 025-284-6001(代表) FAX 025-284-683

URL https://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/

県立生涯学習推進センターは、様々な学習

情報や学習機会を県民に提供し、生涯学習を

推進する機関です。主な取組を紹介します。

１ まずは「ラ・ラ・ネット」で検索！

ぜひ、インターネットで「ラ・ラ・ネット」

(新潟県生涯学習情報提供システム)を開いて

みてください。様々な生涯学習情報を収集・

発信していることがわかっていただけると思

います。「○○を指導してくれる人はいない

か。」「こんな学習（講座）はどこかでやって

いないか。」など、いろいろ調べることができ

ます。

２ 「学習相談」をお寄せください。

「『ラ・ラ・ネット』で調べてみて、もう少

し、詳しいことを知りたくなった。」「この指

導者と連絡を取りたい。」「ＰＴＡ行事の講演

会の講師を紹介してほしい。」などの具体的な

相談は、電話で御相談ください。

３ 子育てに困ったら「すこやかコール」

家庭教育・子育ての相談に関する電話相談

「すこやかコール」を開設しています。どう

ぞ、保護者の皆様に御紹介ください。

４ 地域連携・協働の推進のための研修会

これからますます重要になる学校と地域の

連携・協働。社会や地域の要請、学校のニー

ズに応えるため、学校職員・ＰＴＡ会員・地

域ボランティア・コーディネーターの方々が

参加できる研修会を開催しています。

５ カレッジ手帳でボランティア活動の促進

学校に来てくださっているボランティアさ

んなどが、活動を生涯学習の成果として記録

をしていくことができる「いきいき県民カレ

ッジ活用手帳」があります。ぜひ、御紹介し

ていただいて、学校を大人も学ぶ場としてい

きましょう。

６ メディア研修や視聴覚教材活用

情報化の進展に対応した「メディア研修」、

視聴覚教材コンクールの開催、視聴覚教材・

機材の貸し出し等を行っています。

７ その他

各種研修会のために「ホール(定員186名)」

「大研修室(定員100名)」を貸出しています。
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○県立生涯学習推進センター

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

℡ 代 表 025-284-6110

教材・施設の貸し出し 025-284-6110

生涯学習相談 025-284-6119

すこやかコール 025-283-1150

ラ・ラ・ネット(新潟県生涯学習情報提供システム)

http://www.lalanet.gr.jp/

１ 学習支援活動

県立近代美術館・万代島美術館では、子ど

もたちに美術作品の素晴らしさを伝えるとと

もに、コミュニケーション力、表現力、想像

力、創造力の向上を目指した活動を推進して

います。学習指導要領に記された「鑑賞」の

内容を充実させるためにも、県立美術館を御

活用ください。

(1)対話型鑑賞・作品解説・その他

作品をみる力、想像する力、考える力、

伝える力を引き出し、ひいてはコミュニケ

ーション能力を育むことができる「対話型

鑑賞」を行い、また展示中の作品や作家に

ついてわかりやすく解説します。（対話型鑑

賞は基本的に近代美術館で実施）

また、鑑賞に関する教職員対象の研修会

も承ります。鑑賞を身近に感じ、子どもた

ちが積極的に楽しめる鑑賞方法を御紹介し

ます。

その他、御相談に応じて施設見学や職場

体験、総合的な学習なども承ります。

(2)出張授業

学芸員が学校に出向き、鑑賞に関わる授

業を行います。各学校の希望を受けて事前

に打ち合わせをし、実施内容を決定します。

展覧会に合わせて組んだプログラムを御紹

介することもあります。（近代美術館で実施。

万代島美術館の場合はお問い合わせくださ

い。）

２ 学校等の観覧料免除制度

県立美術館では、小・中・高等学校の教育

課程の一環として団体で来館される場合は、

観覧料が免除されます。

小・中学校、中等教育学校前期課程、特別

支援学校初・中等部については、「利用事前調

査票」を一週間前までに御提出ください。

県内の高等学校、中等教育学校後期課程、

特別支援学校高等部については、「観覧料免除

申請書」と「利用事前調査票」を一週間前ま

でにご提出ください。どちらの様式も各館Web

ページからダウンロードできます。

○ 県立近代美術館

〒940-2083 長岡市千秋3-278-14

TEL 0258-28-4111

URL https://kinbi.pref.niigata.lg.jp/

○ 県立万代島美術館

〒950-0078 新潟市中央区万代島5-1 朱鷺メッセ内

TEL 025-290-6655 万代島ビル５階

URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/

【出張授業の様子】

新潟県立近代美術館（長岡市）は、改修

工事のため、本年 9月 13日まで休館して
います。そのため、この間美術館での活動

はできませんが、出前講座（出張授業）お

よび研修講師は休館期間中も受け付けてい

ますので、是非ご活用ください。
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県埋蔵文化財センターは、おもに小・中学

校の歴史学習について校外学習の受け入れと、

出前授業を実施しています。また、中学生の

職場体験も受け入れています。

１ 校外学習の受け入れと出前授業

校外学習では縄文土器など本物の遺跡出土

品を用いた歴史学習を行っています。また、

火起こし体験や勾玉作り体験、石器の使用体

験などの体験学習と、土器の復元作業などを

見学する職場見学を組み合わせ、総合的に歴

史を学ぶメニューを用意しています。近隣に

ある国史跡古津八幡山遺跡史跡や、地層（金

津層の露頭）の見学も行うことができます。

出前授業は職員が学校に出向いて歴史解説

をするほか、体験学習も行うことができます。

土器や石器など数多くの本物を持ち込むため、

学校にいながらセンターの校外学習と同様の

学習を体験いただけます。

【左：3種類の土器片 右：縄文人の道具箱（石器）】

２ 職場体験

土器の接合や出土品の保存処理など、専門

的な技術を要するセンターならではの仕事を

体験するプログラムを用意しています。生徒

にとって大きな刺激になると考えています。

３ 利用案内

御利用にあたっては、校外学習・出前授業

は実施日の14日前まで、職場体験は実施日の

30日前をめどに申込書をファックスでお送り

ください。また、事前に打ち合わせをさせて

いただき、各校の希望に沿った内容となるよ

う計画いたします。詳細が決まりましたら、

依頼文をお送りいただきます。各種様式はセ

ンターWebの校外学習の案内及び各種申請書類

のページを御覧ください。まずは、お電話に

てお気軽にお問い合わせください。

○ 新潟県埋蔵文化財センター

〒956-0845 新潟市秋葉区金津93-1

TEL 0250-23-1142

URL http://www.maibun.net/

県立文書館は、新潟県の歴史に関する資料

を保存し、それらを県民の皆さんに活用して

いただくための機関です。学校教育で文書館

を、ぜひ御活用ください。

１ 文書館の仕事

文書館は、収集した古文書・公文書を体系

的に整理し、県民共有の財産として保存して

います。整理された資料は、所定の手続きを

行うと閲覧・利用ができます。

また、新潟県の歴史に関する資料について

の保存相談と調査を行うとともに、当館所蔵

の歴史資料を活用した企画展示や各種の講座

などを開催しています。

２ 学校教育とのかかわり

(1) 職場体験学習

キャリア教育支援の一環として、生徒の職

場体験学習・職場訪問を受け入れています。

資料の整理、修復など、文書館の仕事を体験

することができます。

【職場体験（所蔵

資料のクリーニン

グを行う様子）】

(2) 教材研究

明治～戦前の県内刊行新聞（複製）は、授

業素材として利用することができます。また、

授業の素材となる地域資料の所蔵の有無や、

活用方法などの相談を受け付けています。
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(3) Webページの利用

文書館Webページコンテンツ「越後佐渡ヒス

トリア」は、所蔵資料を用いた郷土史コラム

で、授業の導入などに活用できます。

県立図書館と共同で運営している「越後佐

渡デジタルライブラリー」は、県内の多くの

歴史資料を画像で見ることができます。

○ 県立文書館

〒950-8602 新潟市中央区女池南3-1-2

TEL 025-284-6011

URL http://www.pref-lib.niigata.niigata.jp/?page_id=569

明治16(1883)年に「新潟県会議事堂」とし

て建設された県政記念館は、明治期の現存す

る唯一の府県会議事堂として昭和44（1969）

年に国の重要文化財に指定されました。その

貴重な建物を下記のような学びや学習の場と

して御活用ください。

(1) 模擬議会

議会の仕組みを学習する社会科等の校外学

習や学級会、児童会・生徒会などの話し合い

国の重要文化財の中で議論することが貴重な

体験になると好評です。

明治の雰囲気の中で議員になったつもりで

意見を交わしてみてください。

(2) 巡検・自主学習

明治から昭和初期の新潟県、また新潟島と

呼ばれる地域の歴史や文化などをグループや

個人で学ぶことができます。館内見学は、職

員が解説しながらの案内も可能です。

【白山小学校６年生の様子】

(3) 文化部活動発表の場

合唱部、吹奏楽部等の発表の場として、議

場で公演することができます（客席定員80名）。

また、写真部等の展示も可能です。

(4) コンサートや各種企画展の開催等

プロやアマチュアの音楽家によるコンサー

トや、生け花、トールペイントなど多彩な企

画展も随時開催しています。文化に親しむ場

としてもぜひ訪れていただきたいと思います。

また、重厚感と洋風建築の美しさを兼ね備

えた歴史的建造物で映画撮影も行われていま

す。

郷土の誇るべき建造物に興味・関心をもっ

ていただく機会として是非御活用ください。

○ 新潟県政記念館

〒951-8132 新潟市中央区一番堀通町3-3

TEL 025-228-3607

URL http://niigata-bs.sakura.ne.jp/si/kensei/index.html

【新潟中央高校コーラス部】
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●県立近代美術館 （長岡市）

改修工事のため休館中

2019年9月14日（土）、再開館！

現在、新潟県立近代美術館は改修工事のた
め全面休館しています。
学校団体の鑑賞及び職場体験などは受付で

きませんので、御注意ください。

学校向けの「出前講座」について

休館期間中も、美術の鑑賞に関わる内容を
中心に、学芸員が学校に出向いて授業を行う
「出前講座」を承っています。

今、注目されている「対話型鑑賞」を取り
入れた美術鑑賞の授業や、キャリア教育につ
ながる「学芸員の仕事」の紹介、郷土の作家
に関する話など、内容は御相談に応じます。
また、教員向けの鑑賞についての研修会も承
ります。

プログラムは、担当の先生と打合せの上、
作成しますので、御希望の期日の３ヶ月前ま
でに電話等で御相談ください。
講師料はいただきませんが、交通費のみ御

負担いただきます。

【「出前講座」連絡先】
新潟県立近代美術館（担当者 宮下）
TEL：0258-28-4112

【近代美術館全景】

※ＨＰで｢学芸日誌｣を連載中！
現在ホームページにて、コラムを連載して
います。主に休館中の活動の様子や美術品の
魅力等について当館職員がリレー方式で紹介
しています。どうぞ御覧ください。

●県立万代島美術館（新潟市）
「ニューヨークが生んだ伝説

写真家 ソール・ライター 展」

ソール・ライター[1923-2013]は、1950年代からニュー
ヨークで第一線のファッション写真家として活躍しな
がら、1980年代に商業写真から退き、表舞台から姿を
消しました。しかし、2006年にドイツの出版社シュタ
イデルが刊行したカラー写真の作品集『Early Color』
により、83歳にして「カラー写真のパイオニア」とし
て一躍注目を浴びる存在になり、以後、世界各地で展
覧会開催や出版が相次ぎ、多くの人々に知られること
になりました。
2017年には待望の日本初の回顧展が東京で開催、ニュー

ヨークのソール・ライター財団所蔵の写真・絵画作品
とその他貴重資料が一堂に紹介されて、大きな反響を
巻き起こしました。
日常の中で見過ごされがちな一瞬のきらめきを天性

の色彩感覚で捉える伝説の写真家ソール・ライター。
東京、伊丹に次いで、３会場目となるこの絶好の機会
をどうぞお見逃しなく！

図版：《ジーン・ピアソン》1948年頃

ソール・ライター財団蔵
©Saul Leiter Foundation

○会 期 開催中～５月９日(木)
○休 館 日 ４月８日(月)、４月22日(月)
○開館時間 午前10時～午後６時

(観覧券の販売は午後５時30分まで)
○観 覧 料 一般1,100円(900円)

高校・大学生900円(700円)
中学生以下無料

※（ ）内は有料20名以上の団体料金です。
※障害者手帳、療育手帳をお持ちの方は観覧料が
免除になります。受付で御提示ください。

【関連イベント】
◆学芸員によるギャラリートーク
○日 時 ４月14日(日) 午後２時～
○会 場 万代島美術館 展示室
○その他 申込み不要・要観覧券

県立万代島美術館
住所 新潟市中央区万代島５-１ 朱鷺メッセ内
TEL 025-290-6655 万代島ビル５階
URL https://banbi.pref.niigata.lg.jp/



※ PDFファイルでご覧の方は、下線部（Web

ページﾞアドレス）をクリックすると、直

接該当Webページへジャンプしますので御

活用ください。

※ 県ホームページからバックナンバーも御

覧いただけます。「教育月報」で検索して

ください。

第831号 平成31年４月１日 新潟県は一人一人を伸ばす教育を推進しています (15)

発行所 新潟県教育庁総務課
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●県埋蔵文化財センター（新潟市）
春季企画展「佐渡の王―蔵王遺跡―」

【佐渡市蔵王遺跡の内行花文鏡】

弥生時代から古墳時代にかけて、日本列島には小
さな国々が生まれます。佐渡市の国中平野に位置す
る蔵王遺跡では、古墳がないにもかかわらず、青銅
器の鏡が２面見つかりました。また、銅鏃やガラス
製の小玉、精巧な作りの木製威儀具、大型建物や建
築材があり、まさにこのころの王の存在をうかがい
知ることができます。新潟県指定文化財である蔵王
遺跡の出土品を一堂に集め、佐渡の歴史に触れてい
ただきます。

○会 期 ４月12日（金）～８月25日（日）まで
○休 館 日 会期中はなし
○時 間 午前９時～午後５時
○会 場 県埋蔵文化財センター
○観 覧 無料
○共 催 佐渡市

県埋蔵文化財センター講演会
第１回「佐渡の古墳を考える―蔵王遺跡
の時代―」を開催します

【佐渡市ケラマキ遺跡５号墳】

佐渡では、「蔵王遺跡」の人々が活躍した古墳時代
前期の古墳は見つかっていません。そこで、今回は佐
渡島内の遺跡に残されたさまざまな「状況証拠」から、
「蔵王遺跡」の時代の古墳に迫ります。

○期 日 ４月21日(日)
○時 間 午後１時50分～午後３時20分
○会 場 県埋蔵文化財センター
○講 師 田中 祐樹（県埋蔵文化財センター）
○定 員 80名（当日定員になり次第締切）
○参加費 無料
○申 込 不要（手話通訳・要約筆記が必要な方は２

週間前までにご連絡をお願いします）

県埋蔵文化財センターでは学校向けの教育支援プロ
グラムを用意しています。詳しくは下記ホーム
ページを御覧ください。

新潟県埋蔵文化財センター
住所 新潟市秋葉区金津93番地１
TEL 0250-25-3981
E-mail niigata@maibun.net
URL http://www.maibun.net

まいぶんちゃん


